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「
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

朱
鷺
田
祐
介

「
彼
女
」
は
「
彼
女
」
に
銃
を
向
け
て
、
引
き
金
を
引
き
絞
っ
た
。

ワ

タ

シ

ワ

タ

シ

時
間
前
。
火
星
オ
リ
ン
ポ
ス
・
シ
テ
ィ
、
軌
道
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
下
、
再
着
装
セ
ン
タ
ー
。

27
「
ラ
ン
デ
ィ
・
シ
ー
ゲ
ル
。
分
か
り
ま
す
か
？
」

誰
か
が
声
を
か
け
て
く
る
。

あ
あ
、
い
つ
も
の
経
験
だ
。「
彼
女
」
は
死
に
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
か
ら
復
活
し
つ
つ
あ
る
。
こ
こ
は
？

ワ

タ

シ

↓
（
瞬
時
に
支
援
Ａ
Ｉ
が
メ
ッ
シ
ュ
か
ら
位
置
情
報
を
確
認
す
る
）
↑

事
態
は
了
解
し
た
。「
彼
女
」

ミ

ユ

ー

ズ

ワ

タ

シ

は
答
え
る
。

「
違
う
。
私
は
ラ
ン
デ
ィ
・
シ
ー
ゲ
ル
の
三
番
目
の
分
岐
体
／
／
ア
ル
フ
ァ
３
／
／
で
あ
り
、

フ

ォ

ー

ク

女
性
系
交
渉
人
格
、
リ
デ
ィ
・
シ
ー
ゲ
ル
」

フ
ィ
メ
ー
ル
・
ネ
ゴ
シ
エ
イ
タ
ー

〈
大
破
壊
後
〉
１
０
年
、
人
類
が
魂
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

Ａ

Ｆ

エ
ゴ

す
で
に
数
十
年
が
経
過
し
て
い
た
。
身
体
形
状
は
義
体
と
呼
ば
れ
る
、
一
時
的
な
乗
り
物
に
な
っ
た
。

モ

ー

フ

モ

ー

フ
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バ
イ
オ
技
術
の
発
達
で
病
気
を
克
服
し
、
必
要
に
応
じ
て
義
体
を
乗
り
換
え
る
こ
と
で
、
事
実
上
の
不

死
を
手
に
入
れ
た
。

「
彼
女
」
は
、
そ
う
し
た
技
術
で
誕
生
し
た
、
宇
宙
探
検
家
の
男
性
、
ラ
ン
デ
ィ
・
シ
ー
ゲ
ル
の
コ

ワ

タ

シ

ピ
ー
、
分
岐
体
で
あ
る
。
ラ
ン
デ
ィ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
魂
か
ら
コ
ピ
ー
さ
れ
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
合
わ
せ

フ

ォ

ー

ク

エ
ゴ

て
交
渉
能
力
を
強
化
し
、
女
性
の
性
格
を
持
た
せ
て
い
る
。
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ラ
ン
デ
ィ
は
ワ
ー
ム
ホ
ー

ル
で
太
陽
系
外
惑
星
と
つ
な
が
る
パ
ン
ド
ラ
ゲ
ー
ト
に
挑
む
宇
宙
探
検
家
、ゲ
ー
ト
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ー
だ
。

今
頃
は
、
ネ
オ
・
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
を
ベ
ー
ス
に
し
た
骨
格
強
化
義
体
で
、
太
陽
系
外
の
高
重
力
惑

星
探
査
に
挑
ん
で
い
る
は
ず
だ
。
「
彼
女
」
は
太
陽
系
内
で
の
活
動
の
た
め
に
作
成
さ
れ
た
三
番
目
の

ワ

タ

シ

ア
ル
フ
ァ
分
岐
体
な
の
で
、
略
称
ア
ル
フ
ァ
３
。
〈
大
破
壊
後
〉
１
０
年
の
太
陽
系
で
は
、
そ
れ
ほ
ど

フ

ォ

ー

ク

Ａ

Ｆ

珍
し
い
話
じ
ゃ
な
い
。

「
乖
離
症
状
が
あ
り
ま
す
ね
」

機
械
外
殻
に
入
っ
た
着
装
技
師
が
精
神
外
科
装
置
を
モ
ニ
タ
ー
し
な
が
ら
、
「
彼
女
」
の
魂
と
義
体

ロ
ボ
ツ
ト
・
シ
ェ
ル

ワ

タ

シ

エ
ゴ

モ

ー

フ

の
統
合
状
態
を
診
断
す
る
。

「
三
人
称
と
一
人
称
が
多
重
化
し
て
い
ま
す
」

技
師
が
使
う
機
械
式
の
合
成
義
体
に
は
表
情
が
な
い
。
足
す
ら
な
く
蛇
状
の
下
半
身
を
使
う

シ

ン

セ

モ

ー

フ
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ス
リ
ザ
ロ
イ
ド
。
外
惑
星
で
多
用
さ
れ
る
タ
イ
プ
だ
が
、
タ
フ
で
小
回
り
が
効
く
の
で
、
宇
宙
船
乗
り

爬

行

義

体

が
愛
用
す
る
。

「
彼
女
は
、
ア
ル
フ
ァ
３
だ
か
ら
、
客
観
性
を
重
視
し
ま
す
」

ワ

タ

シ

魂
の
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ピ
ー
を
載
せ
た
だ
け
の
ク
ロ
ー
ン
義
体
に
す
ぎ
な
い
。

今
回
、
着
装
し
た
の
は
エ
グ
ザ
ル
ト
。
セ
レ
ブ
用
の
高
級
ク
ロ
ー
ン
義
体
だ
。
火
星
の
赤
い
荒
野
に

似
合
わ
な
い
羽
す
ら
つ
い
た
ム
ー
ン
フ
ラ
イ
ヤ
ー
。
顔
だ
け
は
バ
イ
オ
彫
刻
で
、
私
の
本
来
の
顔
に
似

せ
た
汎
用
女
性
交
渉
タ
イ
プ
だ
が
、
遺
伝
子
レ
ベ
ル
で
の
関
連
は
な
い
。
レ
ン
タ
ル
用
の
高
級
義
体
を

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
た
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。
ほ
ぼ
無
重
力
を
想
定
し
た
月
用
義
体
を
、
わ
ざ
と
０
．
４
Ｇ

ル
ナ

の
火
星
モ
ー
ド
に
調
整
済
み
。
本
気
で
飛
ぶ
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
フ
ラ
イ
ト
パ
ッ
ク
と
併
用
す
れ
ば
、

長
距
離
飛
行
も
可
能
だ
ろ
う
。

「
最
後
の
記
憶
は
？
」

最
後
の
記
憶
は
木
星
の
衛
星
エ
ウ
ロ
パ
の
海
中
だ
っ
た
。
水
中
用
義
体
ア
ク
ア
ノ
ー
ト
で
も
限
界
に

近
い
水
深
２
０
０
ｍ
。
ア
ン
モ
ニ
ア
混
じ
り
の
海
水
を
割
っ
て
「
彼
女
」
が
最
後
に
見
た
の
は
巨
大
な

ワ

タ

シ

シ
ャ
チ
の
顎
だ
っ
た
。
知
性
化
シ
ャ
チ
の
密
輸
屋
、
「
渦
巻
く
波
の
ラ
ウ
ド
リ
ン
」
。
奴
と
水
中
で
出

ネ

オ

・

オ

ル

カ

会
っ
た
の
が
運
の
尽
き
だ
っ
た
。
異
星
人
技
術
を
巡
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
途
中
だ
っ
た
。
い
か
に

ゼ

ノ

テ

ツ

ク
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水
中
用
義
体
と
は
い
え
、
新

鯨

類
の
突
進
を
か
わ
す
こ
と
は

ア

ク

ア

ノ

ー

ト

ネ
オ
・
セ
ス
タ
ン

出
来
な
か
っ
た
。

一
撃
で
腕
が
ち
ぎ
れ
た
。
シ
ョ
ッ
ク
症
状
で
意
識
が
飛
ん
だ
。

次
の
瞬
間
、
支
援
Ａ
Ｉ
が
タ
オ
ル
を
投
げ
た
。
い
や
、
不
適

ミ

ユ

ー

ズ

切
な
表
現
だ
な
。
ラ
ウ
ド
リ
ン
と
の
格
闘
戦
で
死
ん
だ
場
合
に

備
え
て
脳
内
に
セ
ッ
ト
し
て
お
い
た
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
フ

ァ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
（
Ｅ
Ｆ
：
緊
急
用
量
子
エ
ゴ
送
信
機
）
が
起

動
し
、
魂
を
脱
出
さ
せ
た
。
Ｅ
Ｆ
は
本
当
に
小
さ
い
機
械
だ
が
、

エ
ゴ

無

理
矢

理
、
量

子
通

信
機
を

稼
働

さ
せ

る
た
め
に

、

超
小
型
反
物
質
電
池
を
内
蔵
し
て
い
る
。
こ
れ
は
量
子
通
信
機

Ｍ

Ａ

Ｍ

Ｂ

を
動
か
し
、
大
脳
皮
質
記
録
装
置
に
収
め
ら
れ
て
い
た
魂
デ
ー

ス

タ

ツ

ク

エ
ゴ

タ
を
予
め
定
め
ら
れ
た
送
信
先
に
送
り
出
す
が
、
そ
の
後
、
電

池
は
反
物
質
の
対
消
滅
を
制
止
で
き
ず
、
そ
の
対
消
滅
爆
発
は

義
体
そ
の
も
の
を
蒸
発
さ
せ
て
し
ま
う
。
お
そ
ら
く
、「
彼
女
」

ワ

タ

シ

の
義
体
を
咥
え
て
い
た
ラ
ウ
ド
リ
ン
も
一
緒
に
蒸
発
し
た
は
ず

だ
。
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着
装
室
か
ら
出
て
、
最
初
に
見
た
の
は
豚
の
顔
だ
っ
た
。

ブ
ラ
ン
ド
・
Ｐ
・
カ
ニ
ン
ガ
ム
は
ネ
オ
・
ピ
ッ
グ
の
第
二
世
代
で
あ
る
。
ミ
ド
ル
ネ
ー
ム
の
Ｐ
は

知

性

化

ブ

タ

ピ
ッ
グ
の
Ｐ
。

豚食
用
の
家
畜
を
知
性
化
し
よ
う
な
ん
て
考
え
た
の
が
、
ど
こ
の
馬
鹿
か
は
知
ら
な
い
が
、
ネ
オ
・
ピ

ッ
グ
は
、
霊
長
類
（
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
、
ゴ
リ
ラ
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
、
ボ
ノ
ボ
）
、
海
獣
類
（
ク
ジ
ラ
、

イ
ル
カ
、
シ
ャ
チ
）
、
カ
ラ
ス
、
オ
ウ
ム
、
タ
コ
に
続
い
て
知
性
化
さ
れ
、
人
類
社
会
に
参
加
し
よ
う

と
し
て
い
る
。

「
朝
食
は
…
…
」

「
彼
女
」
は
定
番
の
ジ
ョ
ー
ク
を
言
い
か
け
て
ブ
ラ
ン
ド
に
睨
ま
れ
る
。
ネ
オ
・
ピ
ッ
グ
で
あ
る
ブ

ワ

タ

シ

ラ
ン
ド
に
と
っ
て
、
ハ
ム
や
ベ
ー
コ
ン
に
ま
つ
わ
る
ジ
ョ
ー
ク
は
、
聞
き
飽
き
て
い
る
。

「
ラ
ン
デ
ィ
の
娘
か
。
外
見
は
ど
う
あ
れ
、
お
調
子
者
の
性
格
は
親
父
と
変
わ
ら
な
い
な
」

女
性
系
の
分
岐
体
を
娘
と
呼
ぶ
の
は
俗
称
だ
が
、
実
際
に
、
幼
生
義
体
に
自
分
の
『
娘
』
を
入
れ
て

フ

ォ

ー

ク

育
て
る
シ
ン
グ
ル
・
フ
ァ
ー
ザ
ー
も
少
な
く
な
い
。
父
（
男
性
系
オ
リ
ジ
ナ
ル
）
が
バ
ン
ド
ラ
ゲ
ー
ト

の
向
こ
う
側
で
冒
険
中
な
の
で
、
「
彼
女
」
は
ラ
ン
デ
ィ
・
シ
ー
ゲ
ル
の
太
陽
系
に
お
け
る
法
的
な
代

ワ

タ

シ

理
人
で
も
あ
る
。
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「
顛
末
は
聞
い
た
か
？
」

再
着
装
か
ら
一
週
間
前
。
オ
リ
ン
ポ
ス
・
シ
テ
ィ
で
再
着
装
し
た
「
彼
女
」
は
、
ブ
ラ
ン
ド
と
と
も

ワ

タ

シ

に
、
異
星
人
技
術
の
密
輸
を
懸
念
す
る
秘
密
組
織
「
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
」
の
命
令
に
基
づ
き
、
オ
リ

ゼ

ノ

テ

ツ

ク

ン
ポ
ス
・
シ
テ
ィ
の
ス
ラ
ム
へ
と
踏
み
込
ん
で
い
っ
た
。

「
も
は
や
、
こ
の
街
自
体
が
ス
ラ
ム
か
、
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
だ
が
な
」

ブ
ラ
ン
ド
が
窓
の
外
の
ビ
ル
を
眺
め
る
。
ど
こ
も
綺
麗
だ
が
、
人
気
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。

オ
リ
ン
ポ
ス
は
、
か
つ
て
は
火
星
の
首
都
で
あ
り
、
数
百
万
の
人
口
を
誇
っ
た
が
、
火
星
の
テ
ラ
フ

ォ
ー
ミ
ン
グ
が
進
む
に
つ
れ
、
も
は
や
こ
の
高
地
に
住
む
理
由
は
な
く
な
り
、
よ
り
豊
か
な
マ
リ
ネ
リ

ス
渓
谷
の
都
市
、
ヴ
ァ
リ
ス
＝
新
上
海
や
ノ
ク
テ
ィ
ス
＝
潜

蛟
へ
と
流
れ
て
い
っ
た
。
磁
気
浮
遊
列
車

チ
ン
ジ
ヤ
オ

マ

グ

レ

ヴ

に
乗
れ
ば
、
ノ
ク
テ
ィ
ス
ま
で
わ
ず
か
３
時
間
。
と
ど
ま
る
理
由
な
ど
な
い
。
今
で
は
、
軌
道
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
運
用
す
る
オ
リ
ン
ポ
ス
基
盤
機
構
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
関
連
の
物
流
荷
役
を
請
け
負
う
星
間
企

Ｏ

Ｉ

Ａ

業
コ
メ
ッ
ク
ス
の
関
係
者
を
中
心
に
百
万
人
ほ
ど
が
残
る
ば
か
り
で
、
多
く
の
ビ
ル
に
は
空
き
室
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
治
安
維
持
は
、
オ
リ
ン
ポ
ス
基
盤
機
構
の
戦
術
部
隊
が
担
当
し
て
い
る
が
、
隣

Ｏ

Ｉ

Ａ

接
す
る
テ
ィ
タ
ー
ン
ズ
隔
離
地
帯
と
の
境
界
警
備
に
人
員
を
割
く
こ
と
が
多
く
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
近

い
中

環
周
辺
で
さ
え
、
空
き
ビ
ル
に
巣
食
う
不
法
居
住
者
を
排
除
で
き
な
い
で
い
る
。
そ
し
て
、
軌

ジ
ヨ
ン
グ
ア
ン
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道
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
十
分
に
離
れ
、
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
化
し
た
あ
た
り
に
は
、
ス
ラ
ム
が
あ
る
。
そ

こ
に
い
る
の
は
、
街
を
離
れ
る
金
も
気
力
も
な
く
、
た
だ
労
役
で
日
々
の
生
活
を
つ
な
ぐ
者
た
ち
だ
け

だ
。
機
械
式
の
合
成
義
体
に
乗
り
換
え
れ
ば
、
可
能
性
も
広
が
る
の
に
そ
の
決
断
す
ら
で
き
な
い
。

ブ
ラ
ン
ド
と
「
彼
女
」
、
知
性
化
タ
コ
の
キ
ャ
プ
テ
ン
・
バ
ス
タ
ー
こ
と
佐
藤
海
、
保
安
官
、
ア
リ

ワ

タ

シ

さ
と
う

か
い

シ
ア
・
ス
ミ
ス
と
そ
の
相
棒
の
半
知
性
化
マ
ン
ト
ヒ
ヒ
、
ド
ン
だ
。
こ
の
時
の
「
彼
女
」
は
、
エ
ウ
ロ

ス

マ

ー

ト

・

バ

ブ

ー

ン

ワ

タ

シ

パ
で
使
っ
て
い
た
水
中
用
義
体
ア
ク
ア
ノ
ー
ト
の
ま
ま
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
火
星
の
乾
い
た
街
に
は

ず
い
ぶ
ん
と
似
合
わ
な
い
チ
ー
ム
編
成
だ
っ
た
。

チ
ー
ム
は
そ
の
ま
ま
、
姿
を
消
し
た
。

「
あ
の
ス
ラ
ム
は
、
三
合
会
の
縄
張
り
だ
」

ト
ラ
イ
ア
ド

ブ
ラ
ン
ド
が
付
け
加
え
る
。

三
合
会
は
、
中
華
系
犯
罪
組
織
の
ひ
と
つ
だ
。
歴
史
的
な
漢
族
の
宗
派
か
ら
発
し
た
と
も
、
少
林
寺

ト
ラ
イ
ア
ド

の
末
裔
と
も
言
わ
れ
る
も
の
で
、
し
ば
し
ば
、
中
国
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
り
込
み
、
根
を
張
る
。

〈
大
破
壊
〉
の
前
、
中
国
当
局
は
余
剰
人
口
を
大
量
に
火
星
へ
送
り
込
ん
だ
。
巨
大
な
貨
物
船
と
も
言

え
る
マ
ー
ズ
・
サ
イ
ク
ラ
ー
で
数
十
万
人
の
中
国
人
が
火
星
に
向
か
い
、
赤
い
荒
野
の
開
拓
に
携
わ
っ

火

星

巡

回

船

て
き
た
。

「
４
８
９
は
？
」（
４
８
９
：
三
合
会
を
滑
る
頭
目
の
通
称
、
山
主
、
龍
頭
と
も
）

サ
ン
チ
ユ
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支
援
Ａ
Ｉ
が
自
動
検
索
す
る
三
合
会
の
情
報
を
見
な
が
ら
、
最
短
の
略
語
で
質
問
を
す
る
。

「
労
働
監
督
局
次
長
の
ミ
ズ
馬
維
」

ブ
ラ
ン
ド
の
言
葉
と
と
も
に
、
情
報
が
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
。
交
渉
系
の
シ
ル
フ
義
体
を
ま
と
っ
た
中
国

人
の
美
女
だ
が
、
中
身
が
ど
れ
ほ
ど
老
獪
な
化
物
か
は
わ
か
ら
な
い
。

「
彼
女
に
対
す
る
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
の
評
価
は
？
」

「
特
に
、
Ｘ
リ
ス
ク
と
は
認
め
ら
れ
な
い
」

「
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
」
は
、
人
類
を
守
る
た
め
に
誕
生
し
た
秘
密
組
織
だ
。〈
大
破
壊
〉
以
降
、

全
太
陽
系
で
十
億
人
足
ら
ず
ま
で
減
少
し
た
人
類
は
、
個
々
の
入
植
地
や
宇
宙
居
住
区
に
分
断
さ
れ
、

ハ

ビ

タ

ツ

ト

種
と
し
て
の
絶
滅
の
可
能
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
Ｘ
リ
ス
ク
、
す
な
わ
ち
、
人
類
絶
滅
に
つ
な
が
る
危

険
要
素
を
排
除
し
、
人
類
の
存
続
を
目
指
す
の
が
「
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
」
の
目
標
だ
。

「
衰
退
し
た
街
で
権
力
の
甘
い
汁
を
吸
っ
て
い
る
幹
部
要
員
な
ど
ど
こ
に
で
も
い
る
」

ブ
ラ
ン
ド
が
冷
静
に
言
う
。

魂
が
デ
ジ
タ
ル
で
記
録
で
き
、
義
体
を
乗
り
換
え
れ
ば
、
不
死
を
獲
得
で
き
る
こ
の
時
代
、
腐
敗
し

エ
ゴ

た
上
層
部
は
果
て
し
な
く
続
く
老
害
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
心
身
の
弱
体
化
を
生
む
老
化
現
象
も
回
避

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
腐
っ
た
上
層
部
が
居
座
っ
て
も
、
有
能
で
あ
れ
ば
、
安
定
要
因
で
し
か
な
い
。

「
で
は
、
ど
こ
か
ら
」
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ブ
ラ
ン
ド
か
ら
の
短
信
で
「
彼
女
」
の
脳
内
に
マ
ッ
プ
・
デ
ー
タ
が
点
滅
し
、
ス
ラ
ム
の
一
部
が
明

ワ

タ

シ

滅
す
る
。
義
体
市
場
。
盗
ま
れ
た
か
、
あ
る
い
は
、
や
む
な
く
手
放
し
た
義
体
を
売
る
闇
市
だ
。

「
ア
リ
シ
ア
の
義
体
が
転
売
リ
ス
ト
に
乗
っ
た
」

ボ

デ

ィ

彼
女
の
義
体
は
マ
ー
シ
ャ
ン
・
ア
ル
ピ
ナ
ー
、
火
星
高
地
用
義
体
だ
。
火
星
の
薄
い
大
気
中
で
も
呼

吸
器
無
し
で
活
動
で
き
る
高
性
能
な
生
体
義
体
だ
。
火
星
政
府
で
あ
る
タ
ル
シ
ス
・
リ
ー
グ
か
ら
、
火

星
の
治
安
を
担
う
保
安
官
た
ち
に
配
給
さ
れ
て
い
る
。
転
売
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
売
れ
る
だ
ろ
う
。

「
こ
い
つ
は
八
角
か
？
」

ブ
ラ
ン
ド
は
鼻
を
鳴
ら
す
。

サ
ン
ド
バ
ギ
ー
に
乗
っ
て
チ
ャ
イ
ナ
・
ス
ラ
ム
に
踏
み
込
む
と
、
煮
炊
き
し
て
い
る
ら
し
い
匂
い
が

漂
っ
て
き
た
。
見
る
と
、
路
肩
に
焚
き
火
し
て
い
る
住
民
た
ち
が
鍋
で
何
か
煮
込
ん
で
い
る
。

「
自
分
で
料
理
す
る
な
ん
て
」

「
彼
女
」
は
思
わ
ず
、
声
を
も
ら
す
。

ワ

タ

シ

家
事
ド
ロ
ー
ン
も
オ
ー
ト
・
キ
ッ
チ
ン
も
使
わ
ず
、
直
火
を
使
う
な
ど
、
ど
れ
ほ
ど
野
蛮
な
こ
と

か
？

冒
険
家
の
ラ
ン
デ
ィ
・
シ
ー
ゲ
ル
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
で
な
け
れ
ば
、
パ
ニ
ッ
ク
し
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
。
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だ
が
、
ブ
ラ
ン
ド
は
た
だ
肩
を
す
く
め
る
。

「
中
国
人
に
火
を
使
う
な
、
と
い
う
の
か
？
」

中
華
料
理
は
火
の
文
化
だ
。
火
を
使
い
こ
な
し
て
こ
そ
の
料
理
で
あ
る
。

し
か
し
、
衣
食
住
に
困
ら
な
い
場
所
を
貧
民
窟
と
呼
ぶ
の
は
お
か
し
な
話
だ
。

ス

ラ

ム

義
体
市
場
の
あ
る
、
チ
ャ
イ
ナ
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
オ
リ
ン
ポ
ス
・
シ
テ
ィ
が
人
で
あ
ふ
れ
て
い
た

頃
、
文
化
施
設
が
あ
っ
た
厚
生
地
区
に
あ
っ
た
。
地
区
の
中
央
事
務
所
に
は
、
公
共
の

ナ
ノ
テ
ク
万
能
合
成
機
、
別
名
、
機
械
式
「
豊
穣
の
角
」
が
あ
り
、
住
民
Ｉ
Ｄ
を
提
示
す
れ
ば
、
毎
日
、

コ

ル

ヌ

コ

ピ

ア

・

マ

シ

ン

最
低
限
度
の
食
事
（
完
全
栄
養
バ
ー
と
栄
養
補
助
飲
料
、
あ
る
い
は
人
工
食
材
と
水
、
合
成
フ
レ
ー
バ

ー
は
２
０
種
類
）
、
使
い
捨
て
の
衣
服
（
色
は
自
由
に
選
べ
る
）
が
得
ら
れ
る
。
眠
る
場
所
は
周
辺
の

ビ
ル
に
い
く
ら
で
も
あ
り
、
殺
菌
済
み
の
使
い
捨
て
シ
ー
ツ
と
毛
布
な
ら
ば
、
毎
週
、
機
械
が
配
給
し

て
く
れ
る
。
生
体
義
体
な
ら
、
食
事
も
必
要
だ
が
、
機
械
式
の
合
成
義
体
に
な
れ
ば
、
月
に
一
度
の
メ

ン
テ
以
外
は
、
電
気
し
か
い
ら
な
い
。

時
折
、
働
い
て
市
民
Ｉ
Ｄ
を
維
持
し
、
合
成
フ
レ
ー
バ
ー
に
我
慢
す
れ
ば
、
餓
死
も
し
な
い
し
、
平

和
に
暮
ら
せ
る
。
基
本
バ
イ
オ
調
整
済
み
の
生
体
義
体
な
ら
１
０
０
年
以
上
老
化
は
な
い
。

三
合
会
の
縄
張
り
だ
か
ら
、
開
拓
民
に
強
制
徴
用
も
さ
れ
ず
、
こ
の
廃
れ
た
街
に
住
ん
で
い
る
。
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ブ
ラ
ン
ド
が
義
体
市
場
の
前
で
バ
ギ
ー
を
止
め
た
。

義
体
市
場
は
ス
ラ
ム
の
入
り
口
に
近
い
倉
庫
だ
。
入
り
口
で
は
、
火
星
用
の
機
械
外
殻
、
ラ
ス
カ
ー

ロ
ボ
ツ
ト
・
シ
ェ
ル

を
着
用
し
た
ア
リ
シ
ア
・
ス
ミ
ス
が
三
合
会
の
幹
部
（
公
開
さ
れ
た
Ｉ
Ｄ
は
、
陽
錦
平
）
と
話
し
込
ん

で
い
た
。

「
小
一
時
間
待
っ
て
く
れ
。
着
替
え
て
く
る
」

す
で
に
、
義
体
を
買
い
戻
す
段
取
り
は
つ
い
て
い
る
よ
う
だ
。

義
体
の
足
元
に
は
半
知
性
化
さ
れ
た
バ
ブ
ー
ン
が
一
匹
。
お
そ
ら
く
、
ド
ン
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
入

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

殺
さ
れ
た
女
が
、
自
分
の
義
体
を
買
い
戻
し
に
く
る
。

そ
ん
な
矛
盾
し
た
状
況
も
、
こ
の
街
で
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。

「
そ
の
間
に
、
幹
部
の
話
を
聞
こ
う
」

ブ
ラ
ン
ド
の
後
か
ら
サ
ン
ド
バ
ギ
ー
を
降
り
た
「
彼
女
」
を
見
て
、
陽
が
奇
妙
な
顔
を
す
る
。

ワ

タ

シ

「
ミ
ス
・
ア
イ
ー
シ
ャ
・
ザ
ミ
ャ
ー
チ
ン
？
」

陽
は
さ
さ
や
い
た
だ
け
だ
っ
た
が
、
聴
覚
強
化
し
て
い
た
「
彼
女
」
と
ブ
ラ
ン
ド
は
、
そ
の
つ
ぶ
や

ワ

タ

シ

き
を
聞
き
落
と
さ
な
い
。
支
援
Ａ
Ｉ
が
音
声
入
力
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
フ
ィ
ル
タ
ー
し
て
、
そ
の

ミ

ユ

ー

ズ

言
葉
を
正
確
に
取
り
出
す
と
と
も
に
、
メ
ッ
シ
ュ
検
索
を
開
始
す
る
。
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コ
ン
マ
１
秒
で
、

世
紀
の
ソ
連
で
書
か
れ
た
デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
小
説
「
わ
れ
ら
」
の
作
者
が
ヒ
ッ
ト

20

し
た
リ
ス
ト
か
ら
排
除
さ
れ
る
。
代
わ
り
に
浮
か
び
上
が
っ
た
の
は
、
ソ
連
崩
壊
後
、
ロ
シ
ア
ン
・
マ

フ
ィ
ア
（
ヴ
ォ
リ
ー
・
ザ
コ
ー
ネ
＝
盗
賊
）
と
結
託
し
て
成
り
上
が
っ
た
新
財
閥
の
特
権
階
級
の
一
族
。

オ

リ

ガ

ル

ヒ

そ
れ
を
率
い
た
の
は
「
シ
ベ
リ
ア
の
女
王
」
こ
と
、
ア
イ
ン
・
ザ
ミ
ャ
ー
チ
ン
。
人
権
擁
護
団
体
の
大

義
に
隠
れ
て
中
央
ア
ジ
ア
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
食
い
物
に
し
て
蓄
財
し
、
〈
大
破
壊
〉
の
予
兆
を
感
じ

取
る
や
、
小
惑
星
帯
に
脱
出
し
、
自
由
経
済
宇
宙
都
市
「
エ
ク
ス
ペ
リ
ア
」
と
、
星
間
企
業
「
コ
グ
ナ

イ
ト
」
を
闇
か
ら
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
犯
罪
組
織
「
ナ
イ
ト
・
カ
ル
テ
ル
」
に
も
近
い
。

で
は
、
ア
イ
ー
シ
ャ
は
？

メ
ッ
シ
ュ
・
ト
ラ
ン
ザ
ク
シ
ョ
ン
が
加
速
す
る
。

支
援
Ａ
Ｉ
が
軌
道
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
経
由
で
惑
星
外
通
信
を
開
く
。

ミ

ユ

ー

ズ

「
私
は
偏
在
す
る
」

太
陽
フ
レ
ア
を
泳
ぐ
宇
宙
ク
ジ
ラ
「
ス
ー
リ
ヤ
」
義
体
の
中
で
、
情

報

体
メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
が
つ
ぶ

イ
ン
フ
ォ
モ
ー
フ

や
く
。
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
情
報
生
命
体
。
汎
用
人
工
知
性
を
知
性
化
し
、
自
我

イ

ン

フ

ォ

ラ

イ

フ

Ａ

Ｇ

Ｉ

ア
ツ
プ
リ
フ
ト

を
持
つ
よ
う
に
ま
で
人
格
化
し
た
存
在
だ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
魂
な
ど
無
い
と
い
う
者
も
い
る
が
、
す
で

エ
ゴ

に
、
魂
が
デ
ジ
タ
ル
で
記
録
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
久
し
い
。
人
の
一
生
な
ど
、
ス
タ
ッ
ク
・
チ
ッ
プ

エ
ゴ
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１
枚
に
収
ま
っ
て
し
ま
う
程
度
の
物
。
情
報
体
と
変
わ
り
な
ど
し
な
い
。

そ
れ
で
も
、
メ
ア
リ
ー
は
人
類
に
好
意
的
で
あ
る
よ
う
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
さ
れ
て
い
る
。
人
類
に
奉

仕
し
、
彼
ら
の
た
め
に
働
く
の
が
メ
ア
リ
ー
の
存
在
意
義
だ
。
彼
女
が
女
性
人
格
を
与
え
ら
れ
て
い
る

の
も
、
人
類
と
の
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
だ
。

「
私
は
偏
在
す
る
」

リ
デ
ィ
・
シ
ー
ゲ
ル
の
要
請
を
受
け
て
、
メ
ア
リ
ー
は
分
岐
体
を
４
体
作
り
、
量
子
通
信
機
で
送
り

フ

ォ

ー

ク

出
し
た
。ア
ル
フ
ァ
１
は
小
惑
星
帯
の
エ
ク
ス
ペ
リ
ア
に
、ア
ル
フ
ァ
２
は
金
星
軌
道
上
の
宇
宙
居
住
区

ハ

ビ

タ

ツ

ト

「
ソ
ー
ト
」
に
、
ア
ル
フ
ァ
３
は
火
星
の
衛
星
フ
ォ
ボ
ス
に
、
ア
ル
フ
ァ
４
を
オ
リ
ン
ポ
ス
・
シ
テ
ィ

に
飛
ば
し
た
。

「
私
は
偏
在
す
る
」

「
彼
女
」
の
脳
裏
に
、
メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
の
ア
ル
フ
ァ
４
が
入
り
込
ん
で
く
る
。
脳
に
埋
め
込
ま
れ
た

ワ

タ

シ

ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
ダ
ー
・
シ
ス
テ
ム
が
彼
女
の
定
位
置
だ
。

「
ア
イ
ー
シ
ャ
は
、
ア
イ
ン
の
不
正
規
分
岐
体
」

イ
レ
ギ
ユ
ラ
ー
・
フ
ォ
ー
ク

通
常
、
分
岐
体
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
の
差
分
が
大
き
く
な
ら
な
い
う
ち
に
、
魂
を
再
統
合
す
る
か
、

フ

ォ

ー

ク

エ
ゴ

経
験
情
報
だ
け
取
り
出
し
て
処
分
さ
れ
る
も
の
だ
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
世
界
に
同
じ
人
間
が
複
数
い
る

Ｅ

Ｘ

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
し
た
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
嫌
う
人
も
多
い
が
、
逆
に
、
リ
デ
ィ
の
よ
う
に
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「
娘
」
と
し
て
承
認
し
、
自
分
の
コ
ピ
ー
を
家
族
の
よ
う
に
扱
う
者
も
い
る
。
残
念
な
が
ら
、
内
惑
星
圏

サ

ン

ワ

ー

ド

で
は
、
分
岐
体
は
あ
く
ま
で
分
岐
体
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
従
属
資
産
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

ア
イ
ー
シ
ャ
は
、
不
正
規
分
岐
体
、
本
人
が
承
認
し
て
い
な
い
ま
ま
、
継
続
し
て
活
動
し
て
い
る

イ
レ
ギ
ユ
ラ
ー
・
フ
ォ
ー
ク

分
岐
体
だ
。
本
人
が
娘
と
み
な
す
の
で
も
な
く
、
本
人
に
戻
る
で
も
な
く
、
独
自
に
活
動
し
、
個
別
の

フ

ォ

ー

ク

人
格
を
得
る
に
至
っ
て
い
る
。

「
ア
イ
ン
の
記
憶
は
抹
消
済
み
」

メ
ア
リ
ー
が
補
足
す
る
。
そ
れ
が
放
置
さ
れ
た
理
由
か
。

ア
イ
ー
シ
ャ
・
ザ
ミ
ャ
ー
チ
ン
の
最
終
記
録
は
、
月
エ
ラ
ト
ー
・
ド
ー
ム
。
あ
る
種
の
テ
ロ
を
企
て

ル
ナ

て
射
殺
さ
れ
、
Ｑ
Ｅ
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
。

「
彼
女
」
み
た
い
。

ワ

タ

シ

そ
し
て
、
今
、
「
彼
女
」
が
入
っ
て
い
る
、
ル
ナ
フ
ラ
イ
ヤ
ー
は
ア
イ
ー
シ
ャ
が
最
後
に
使
っ
て
い
た

ワ

タ

シ

の
と
同
型
の
有
翼
型
エ
グ
ザ
ル
ト
。

（
な
る
ほ
ど
、
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
の
狙
い
は
ソ
レ
か
？
）

キ
ー
ワ
ー
ド
を
得
る
と
同
時
に
、メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
ハ
ッ
ク
し
、
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一
週
間
前
の
ロ
グ
を
掘
り
起
こ
す
。
サ
イ
マ
ル
ス
ペ
ー
ス
に
展
開
さ
れ
る
当
時
の
状
況
。
サ
ル
ベ
ー
ジ

さ
れ
る
メ
モ
リ
ー
が
増
え
る
た
び
に
欠
け
て
い
た
状
況
が
再
現
さ
れ
、立
体
的
に
状
況
が
補
足
さ
れ
る
。

タ
グ
・
デ
ー
タ
が
ど
ん
ど
ん
加
算
さ
れ
、
レ
イ
ヤ
ー
が
厚
く
な
る
。

ど
こ
に
で
も
あ
る
セ
ン
サ
ー
の
ロ
グ
で
空
気
の
様
子
や
人
の
影
、音
や
匂
い
ま
で
追
加
さ
れ
て
い
く
。

街
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
存
在
し
な
い
。

一
週
間
前
。

「
彼
女
」
の
チ
ー
ム
は
、
異
星
技
術
の
遺
品
↓

エ
ス
サ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ウ
ィ
ル
ス
に
関
与
の
可
能

ワ

タ

シ

ゼ

ノ

テ

ツ

ク

レ
リ
ツ
ク

性
あ
り

↓
の
密
輸
ル
ー
ト
を
追
い
、
こ
こ
ま
で
達
し
た
。
ネ
オ
・
オ
ル
カ
の
密
輸
屋
、「
渦
巻
く
波

の
ラ
ウ
ド
リ
ン
」
の
遺
品
を
追
っ
て
き
た
の
だ
。

レ
リ
ツ
ク

だ
が
、
気
づ
か
れ
、
ス
ラ
ム
で
罠
に
は
ま
っ
て
全
滅
し
た
。

自
爆
兵
だ
っ
た
。

一
見
、
無
害
な
ペ
ッ
ト
の
テ
ナ
ガ
ザ
ル
に
見
え
た
の
は
、
サ
イ
バ
ー
ブ
レ
イ
ン
を
埋
め
込
ん
だ
Ｐ
Ｏ

Ｄ
義
体
だ
っ
た
。
サ
ン
ド
バ
ギ
ー
を
降
り
た
ば
か
り
の
チ
ー
ム
の
足
元
に
紛
れ
込
ん
だ
後
、
自
爆
し
た
。

文
字
通
り
の
鉄
砲
玉
。
チ
ー
ム
は
全
員
吹
き
飛
び
、
道
路
に
倒
れ
た
。

三
合
会
の
下
っ
端
が
ア
リ
シ
ア
の
義
体
を
拾
い
上
げ
、
運
び
去
っ
た
。

「
他
は
？
」
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「
彼
女
」
は
ブ
ラ
ン
ド
の
ふ
て
く
さ
れ
た
顔
を
見
て
察
す
る
。
中
華
系
の
ス
ラ
ム
で
、
豚
と
猿
と
蛸

ワ

タ

シ

な
ら
そ
の
ま
ま
キ
ッ
チ
ン
行
き
だ
。
特
に
、
豚
は
声
し
か
残
ら
な
い
。
二
本
足
な
ら
、
食
べ
な
い
の
は

親
だ
け
だ
そ
う
だ
。
栄
養
バ
ー
に
飽
き
て
自
炊
す
る
街
に
は
ず
い
ぶ
ん
な
ご
ち
そ
う
だ
ろ
う
。

「
待
っ
て
。
私
は
？
」

映
像
を
巻
き
戻
し
、
視
点
を
移
動
す
る
。

「
彼
女
」
は
チ
ー
ム
の
中
で
も
テ
ナ
ガ
ザ
ル
か
ら
離
れ
た
側
に
い
た
。
そ
の
ま
ま
、
転
が
っ
て
路
地

ワ

タ

シ

ま
で
飛
ば
さ
れ
る
。
路
地
の
影
は
セ
ン
サ
ー
類
が
死
ん
で
い
た
が
、
近
隣
の
セ
ン
サ
ー
か
ら
ロ
グ
を
再

構
成
し
、
路
地
で
起
こ
っ
た
こ
と
を
再
現
す
る
。

路
地
に
転
が
っ
た
「
彼
女
」
。
そ
れ
を
ア
イ
ー
シ
ャ
・
ザ
ミ
ャ
ー
チ
ン
と
ネ
オ
・
オ
ル
カ
の
密
輸
屋
、

ワ

タ

シ

「
渦
巻
く
波
の
ラ
ウ
ド
リ
ン
」
が
見
る
。
ラ
ウ
ド
リ
ン
は
７
ｍ
も
の
巨
体
を
四
脚
の
ウ
ォ
ー
カ
ー
に
押

し
込
ん
で
お
り
、
歩
行
戦
車
の
よ
う
だ
。
ア
イ
ー
シ
ャ
は
ル
ナ
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
翼
を
広
げ
、
誰
か
に
指

示
す
る
。
三
合
会
の
下
っ
端
た
ち
が
走
り
寄
り
、「
彼
女
」
の
死
体
は
持
ち
去
ら
れ
た
。

ワ

タ

シ

「
ス
タ
ッ
ク
を
抜
き
取
っ
て
ハ
ッ
ク
す
る
か
、
バ
ー
チ
ャ
ル
拷
問
か
？
」

ブ
ラ
ン
ド
が
取
り
う
る
手
段
を
語
る
。
魂
を
記
録
す
る
大
脳
皮
質
記
録
装
置
は
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
皮

エ
ゴ

ス

タ

ツ

ク

膜
で
守
ら
れ
た
堅
牢
な
チ
ッ
プ
だ
。
生
体
義
体
が
ず
た
ず
た
に
引
き
裂
か
れ
て
も
、
ス
タ
ッ
ク
が
損
傷

す
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
え
な
い
。
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死
体
を
持
ち
去
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
魂
を
洗
い
ざ
ら
い
見
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

エ
ゴ

ス
タ
ッ
ク
を
ハ
ッ
ク
す
れ
ば
、
す
べ
て
の
経
験
情
報
は
抽
出
で
き
る
。
Ａ
Ｉ
に
精
査
さ
せ
、
必
要
な

部
分
を
要
約
さ
せ
れ
ば
、
数
十
年
の
人
生
を
知
る
こ
と
も
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
は
な
い
。

憎
悪
が
あ
る
な
ら
、
ス
タ
ッ
ク
か
ら
抜
き
出
し
た
魂
を
、
バ
ー
チ
ャ
ル
ス
ペ
ー
ス
に
閉
じ
込
め
、
拷

エ
ゴ

問
の
経
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
流
し
込
め
ば
い
い
し
、
ス
マ
ー
ト
に
や
り
た
い
な
ら
、
精
神
外
科
手
術
で
記

Ｘ

Ｐ

憶
を
改
竄
し
て
し
ま
う
こ
と
も
で
き
る
。

す
べ
て
を
知
っ
た
後
、
ス
タ
ッ
ク
は
犯
罪
組
織
に
売
っ
て
し
ま
え
ば
い
い
。

「
お
前
の
ス
タ
ッ
ク
は
売
り
に
は
出
て
い
な
い
」

ザ
ミ
ャ
ー
チ
ン
は
三
合
会
よ
り
、
ナ
イ
ト
・
カ
ル
テ
ル
に
近
い
。
エ
ゴ
誘
拐
を
得
意
と
す
る
こ
の
連

中
な
ら
、
ス
タ
ッ
ク
を
コ
イ
ン
代
わ
り
に
ポ
ケ
ッ
ト
へ
入
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

「
ア
イ
ー
シ
ャ
の
居
場
所
は
？
」

「
彼
女
」
は
脳
内
の
友
人
に
聞
く
。

ワ

タ

シ

「
も
う
す
ぐ
分
か
る
わ
」

メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
は
、
木
霊
に
耳
を
傾
け
る
。
太
陽
系
各
地
か
ら
分
岐
体
が
ハ
ッ
ク
し
て
く
る
情
報
の

フ

ォ

ー

ク

木
霊
。
自
分
で
あ
り
、
自
分
で
な
い
何
か
が
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
隙
間
か
ら
か
き
集
め
て
き
た
断
片
が
融

合
し
、
形
を
取
る
。
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「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
・
シ
テ
ィ
」

磁
気
浮
遊
列
車
で
６
時
間
。
赤
道
の
渓
谷
の
外
れ
に
あ
る
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
・
シ
テ
ィ
は
そ
の
名

マ

グ

レ

ヴ

前
を
冠
し
た
星
間
企
業
「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
」
の
支
配
す
る
街
だ
。
異
星
人
の
残
し
た
ワ
ー
ム
ホ
ー

ル
・
ゲ
ー
ト
の
ひ
と
つ
「
火
星
ゲ
ー
ト
」
で
太
陽
系
外
惑
星
と
つ
な
が
る
街
。

「
お
そ
ら
く
、
ア
イ
ー
シ
ャ
は
異
星
技
術
同
士
の
相
互
干
渉
を
起
こ
す
つ
も
り
ね
」

ゼ

ノ

テ

ツ

ク

元
の
生
体
義
体
に
戻
っ
た
ア
リ
シ
ア
が
そ
う
分
析
す
る
。

「
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
ら
れ
た
ら
、
も
う
手
出
し
出
来
な
い
」

「
大
丈
夫
。
遅
滞
工
作
は
成
功
」

メ
ア
リ
ー
・
Ｉ
が
メ
ッ
シ
ュ
で
報
告
す
る
。
彼
女
は
す
べ
て
の
ア
ル
フ
ァ
分
岐
体
を
呼
び
戻
し
、
パ

フ

ォ

ー

ク

ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
サ
ー
バ
ー
に
ハ
ッ
ク
す
る
。

「
パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
・
ホ
テ
ル
の
ス
イ
ー
ト
に
ア
イ
ー
シ
ャ
ら
し
き
人
物
。
同
行
者
は
、
ネ
オ
・
オ

ル
カ
１
体
、
ア
ク
ア
ノ
ー
ト
１
体
」

ホ
テ
ル
の
サ
ー
バ
ー
か
ら
ハ
ッ
ク
し
た
映
像
。
そ
こ
に
は
「
彼
女
」。

ワ

タ

シ

「
中
身
は
？
」

「
不
明
」
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「
エ
ゴ
Ｉ
Ｄ
は
？
」

「
あ
な
た
と
同
一
。
ラ
ン
デ
ィ
・
シ
ー
ゲ
ル
の
女
性
型
分
岐
体
ア
ル
フ
ァ
３
」

「
爆
発
の
検
証
を
」

再
び
、
脳
内
で
リ
ピ
ー
ト
さ
れ
る
爆
発
の
瞬
間
。

よ
く
見
れ
ば
、
あ
の
時
の
「
彼
女
」
は
、
少
し
だ
け
動
き
が
早
い
。

ワ

タ

シ

「
異
能
か
」

ア
シ
ン
ク

「
彼
女
」
の
心
を
先
取
り
す
る
よ
う
に
、
ブ
ラ
ン
ド
が
言
う
。

ワ

タ

シ

あ
の
「
彼
女
」
に
は
、
異
能
が
あ
っ
た
。

ワ

タ

シ

ア
シ
ン
ク

か
つ
て
、
太
陽
系
外
惑
星
ド
ロ
ッ
プ
レ
ッ
ト
の
原
始
的
な
海
で
、
異
星
技
術
の
遺
品
と
接
触
し
た
際
、

ゼ

ノ

テ

ツ

ク

レ
リ
ツ
ク

エ
ク
ス
サ
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
ウ
ィ
ル
ス
の
特
殊
株
に
感
染
し
た
結
果
、「
彼
女
」
は
超
能
力
に
目
覚
め
た
。

ワ

タ

シ

一
歩
間
違
え
ば
、
未
知
の
異
星
ウ
ィ
ル
ス
で
怪
物
化
し
て
い
た
だ
け
に
、
公
に
言
え
る
こ
と
で
は
な
か

っ
た
が
、
異
能
は
「
彼
女
」
を
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
へ
と
導
い
た
。

ワ

タ

シ

そ
の
力
の
お
陰
で
、
爆
発
の
瞬
間
も
、「
彼
女
」
は
超
感
覚
と
も
い
う
べ
き
勘
の
良
さ
を
発
揮
し
た
。

ワ

タ

シ

コ
ン
マ
１
秒
早
く
、
対
爆
体
制
を
取
り
つ
つ
、
自
ら
飛
ん
だ
。
も
と
よ
り
、
水
深
２
０
０
ｍ
の
水
圧
に

耐
え
る
水
中
用
義
体
ア
ク
ア
ノ
ー
ト
は
、
爆
発
が
生
み
出
す
圧
倒
的
な
気
圧
の
変
化
に
も
耐
え
る
。
一

瞬
、
首
筋
の
鰓
を
開
閉
し
て
爆
風
の
衝
撃
を
流
す
。
路
地
に
叩
き
つ
け
ら
れ
、
意
識
は
失
っ
て
い
た
が
、
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実
際
に
は
死
ん
で
い
な
か
っ
た
。
路
地
の
セ
ン
サ
ー
が
生
き
て
い
れ
ば
、
「
彼
女
」
の
生
命
活
動
も
感

ワ

タ

シ

知
で
き
た
だ
ろ
う
。
ア
リ
シ
ア
が
死
に
、
ブ
ラ
ン
ド
の
肉
体
さ
え
引
き
裂
か
れ
て
い
た
の
を
見
て
、
即

死
し
た
と
勘
違
い
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

「
中
身
が
同
じ
か
は
分
か
ら
な
い
な
」

た
ぶ
ん
、
少
し
違
う
。

ア
ク
ア
ノ
ー
ト
の
「
彼
女
」
と
ル
ナ
フ
ラ
イ
ヤ
ー
の
「
彼
女
」。

ワ

タ

シ

ワ

タ

シ

海
を
泳
ぐ
体
と
無
重
力
の
空
を
舞
う
体
。

そ
し
て
、
一
週
間
ぶ
ん
の
人
生
。

パ
ス
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
・
シ
テ
ィ
で
待
っ
て
い
た
知
性
化
タ
コ
の
佐
藤
海
の
手
助
け
で
、
ホ
テ
ル
へ
の

さ
と
う

か
い

潜
入
は
す
ん
な
り
と
進
ん
だ
。
巨
大
な
ネ
オ
・
オ
ル
カ
を
連
れ
て
い
る
限
り
、
身
を
隠
す
こ
と
な
ど
で

き
な
い
。

部
屋
に
突
入
し
、
ア
イ
ー
シ
ャ
ら
に
銃
を
向
け
た
。

「
あ
ら
、
あ
な
た
も
私
の
コ
ピ
ー
？
」

ア
イ
ー
シ
ャ
は
笑
い
、
羽
を
広
げ
る
。
そ
の
手
に
あ
る
の
は
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
。
貫
通
力
を
高
め
た
一

種
の
ニ
ー
ド
ル
ガ
ン
だ
。
数
百
の
破
片
を
高
速
で
打
ち
出
し
、
肉
体
を
ミ
ン
チ
に
す
る
。
ア
リ
シ
ア
の
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片
腕
が
吹
き
飛
ん
だ
が
、
残
っ
た
片
手
で
レ
ー
ル
ガ
ン
を
打
ち
返
す
と
、
ア
イ
ー
シ
ャ
は
壁
の
染
み
に

な
り
、
次
の
瞬
間
、
じ
ゅ
っ
と
蒸
発
し
た
。

「
ま
た
、
Ｅ
Ｆ
か
」

エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
フ
ァ
ー
キ
ャ
ス
タ
ー
。
死
亡
と
同
時
に
、
魂
を
送
信
す
る
超
小
型
量
子
通
信

エ
ゴ

機
。
ワ
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
起
動
す
る
反
物
質
電
池
は
そ
の
ま
ま
暴
走
し
、
肉
体
を
蒸
発
さ
せ
る
。
壁
に
刻

ま
れ
た
天
使
の
よ
う
な
黒
い
染
み
。

ラ
ウ
ド
リ
ン
は
ウ
ォ
ー
カ
ー
に
つ
い
た
作
業
ア
ー
ム
で
Ｓ
Ｍ
Ｇ
を
構
え
る
が
、
ブ
ラ
ン
ド
の
プ
ラ
ズ

マ
・
ラ
イ
フ
ル
が
オ
ル
カ
の
頭
を
黒
焦
げ
の
肉
塊
に
変
え
た
。

異
星
技
術
の
遺
品
は
、
佐
藤
海
が
超
テ
ル
ミ
ッ
ト
爆
薬
で
焼
き
尽
く
し
た
。

ゼ

ノ

テ

ツ

ク

レ
リ
ツ
ク

残
っ
た
の
は
、
も
う
ひ
と
り
の
「
彼
女
」。

ワ

タ

シ

ま
と
う
義
体
は
「
ア
ク
ア
ノ
ー
ト
」。
乾
い
た
火
星
に
似
合
わ
な
い
水
中
探
査
用
の
義
体
。

そ
し
て
、
そ
の
手
に
は
シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
。

「
彼
女
」
は
「
彼
女
」
に
銃
を
向
け
て
、
引
き
金
を
引
き
絞
っ
た
。

ワ

タ

シ

ワ

タ

シ

（
終
わ
り
）
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